
(57)【要約】

【課題】結合や解体時において、作業者が片手で結合ま

たは離脱操作ができ、作業性がよく安全性を確保し、道

具を使わずに、静かな作業環境を提供できる結合装置。

【解決手段】一方鋼管Ａの外周に固定されたフランジ部

材１に結合用の孔５を設け、他方鋼管端部に固定された

ホルダー部材２に内装された湾曲した楔である結合部材

３をフランジ部材の孔５に落とし込むことにより、ホル

ダー部材２の先端壁６を一方鋼管Ａの外周面に結合し、

湾曲した楔の内面が、フランジ部材1の結合用孔５の下

面に対して直角より大きい傾斜角度をなして、当接し、

ホルダー部材をフランジ部材1の結合用の孔５から引き

抜こうとしても、楔は湾曲しており、自重でフランジ部

材結合用の孔5の下面へ回りこみ、容易に抜けず、一方

鋼管Aの外周に他方鋼管Bを結合する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
互 い に 結 合 し よ う と す る 鋼 管 の 一 方 鋼 管 の 外 周 に 固 定 さ れ 、 結 合 用 の 孔 が 設 け ら れ た フ ラ
ン ジ と 、 他 方 鋼 管 の 端 部 に 固 定 さ れ 、 フ ラ ン ジ 部 材 の 孔 に 上 方 か ら 挿 入 さ れ 、 先 端 部 か ら
他 方 鋼 管 の 軸 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ 、 そ の 先 端 壁 を 一 方 鋼 管 の 外 周 に 当 接 さ せ る 事 が で き
る ホ ル ダ ー 部 材 と 、 こ の ホ ル ダ ー 部 材 内 で フ ラ ン ジ 部 材 の 結 合 用 の 孔 に 差 し 込 む 結 合 部 材
か ら な り 、 前 記 ホ ル ダ ー 部 材 は フ ラ ン ジ 部 材 の 孔 に 挿 入 さ れ 、 他 方 鋼 管 の 軸 心 を 中 心 と す
る 回 転 を 阻 止 し 、 前 記 結 合 部 材 が 結 合 用 の 孔 に 対 し て 落 と し 込 む 事 に よ り 、 ホ ル ダ ー 部 材
の 先 端 壁 を 一 方 鋼 管 の 外 周 面 と で 狭 持 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 結 合 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 結 合 部 材 が 、 結 合 用 の 孔 に 対 し て 、 湾 曲 し た 楔 部 と 、 ホ ル ダ ー 部 材 の 下 部 に 設 け た 仮
置 き 部 に 対 す る 係 止 段 部 を 設 け て 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 結 合 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 結 合 部 材 が 、 結 合 用 の 孔 に 対 し て 、 湾 曲 し た 楔 部 と 、 ホ ル ダ ー 部 材 の 下 部 に 設 け た 楔
当 接 部 と 、 前 記 フ ラ ン ジ 部 材 の 孔 下 面 に 対 し て 、 楔 の 自 重 で 曲 線 状 に 挿 入 さ れ て 、 直 角 よ
り 大 き い 角 度 で 狭 持 し 、 フ ラ ン ジ 部 材 の 孔 か ら 容 易 に 離 脱 し な い 動 作 を す る 請 求 項 １ に 記
載 の 結 合 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 鋼 管 を 直 角 状 に 結 合 し て 、 仮 設 構 造 物 を 構 築 す る た め に 用 い る 結 合 装 置 に
関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 、 鋼 管 を 用 い て 作 業 足 場 や 支 保 工 の よ う な 仮 設 構 造 物 は 、 交 換 の 継 ぎ 足 し と 共 に
、 鋼 管 を 直 角 状 に 結 合 し て 構 築 す る も の で あ り 、 こ の た め 、 鋼 管 を 直 角 状 に 結 合 す る 結 合
装 置 が 必 要 に な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 、 鋼 管 を 直 角 状 に 結 合 す る た め に 用 い ら れ て い る 一 般 的 な 結 合 装 置 は 、 互 い に 結 合
し よ う と す る 鋼 管 の 一 方 鋼 管 の 外 周 に 、 結 合 用 の 孔 が 設 け ら れ た フ ラ ン ジ 部 材 を 固 定 し 、
他 方 鋼 管 の 端 部 に フ ラ ン ジ 部 材 の 厚 み に 対 し て 外 嵌 挿 す る 切 り 欠 き が 設 け ら れ た ホ ル ダ ー
部 材 を 固 定 し 、 こ の ホ ル ダ ー 部 材 を フ ラ ン ジ 部 材 に 外 嵌 挿 し た 状 態 で 、 ホ ル ダ ー 部 材 の 上
か ら フ ラ ン ジ 部 材 の 結 合 用 の 孔 に 楔 を 打 ち 込 む こ と に よ り 、 両 鋼 管 を 直 角 状 に 結 合 す る 構
造 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 上 記 の よ う な 結 合 装 置 は 結 合 や 解 体 時 に 楔 を フ ラ ン ジ 部 材 の 結 合 用 の 孔 か ら
抜 き 取 る 必 要 が あ り 、 特 に 解 体 時 に お い て は 楔 を 抜 く 動 作 と ホ ル ダ ー を フ ラ ン ジ か ら 離 脱
さ せ る 動 作 が 必 要 と な り 、 両 手 を 必 要 と す る 作 業 に な り 、 高 所 に お け る 作 業 で は 危 険 性 が
高 く 、 安 全 の 確 保 の 上 か ら 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た ホ ル ダ ー 部 材 は 通 常 鋼 管 の 両 端 部 に 設 け ら れ 、 両 端 部 同 時 に 結 合 し た り 、 解 体 す る
必 要 が あ り 、 両 端 部 の 楔 を 抜 き 取 っ た 瞬 間 、 両 鋼 管 は 離 脱 状 態 に な り 、 落 下 の 危 険 性 が 高
い 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 こ の 発 明 の 課 題 は 結 合 や 解 体 の 操 作 性 や 作 業 性 が よ く 安 全 に 結 合 や 解 体 が で き
る 結 合 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 互 い に 結 合 し よ う と す る 鋼 管
の 一 方 鋼 管 の 外 周 に 固 定 さ れ 、 結 合 用 の 孔 が 設 け ら れ た フ ラ ン ジ と 、 他 方 鋼 管 の 端 部 に 固
定 さ れ 、 フ ラ ン ジ 部 材 の 孔 に 上 方 か ら 挿 入 さ れ 、 先 端 部 か ら 他 方 鋼 管 の 軸 方 向 に 沿 っ て 設
け ら れ 、 そ の 先 端 壁 を 一 方 鋼 管 の 外 周 に 当 接 さ せ る 事 が で き る ホ ル ダ ー 部 材 と 、 こ の ホ ル
ダ ー 部 材 内 で フ ラ ン ジ 部 材 の 結 合 用 の 孔 に 落 と し 込 む 結 合 部 材 か ら な り 、 前 記 ホ ル ダ ー 部
材 は フ ラ ン ジ 部 材 の 孔 に 挿 入 さ れ 、 他 方 鋼 管 の 軸 心 を 中 心 と す る 回 転 を 阻 止 し 、 前 記 結 合
部 材 が 結 合 用 の 孔 に 対 し て 落 と し 込 む 事 に よ り 、 ホ ル ダ ー 部 材 の 先 端 壁 を 一 方 鋼 管 の 外 周
面 と で 狭 持 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 構 成 を 採 用 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 ２ の 発 明 は 、 前 記 結 合 部 材 が 、 結 合 用 の 孔 に 対 し て 、 湾 曲 し た 楔 部 と 、 ホ ル ダ ー 部
材 の 下 部 に 設 け た 仮 置 き 部 に 対 す る 係 止 段 部 を 設 け て 、 楔 を フ ラ ン ジ 部 材 の 孔 か ら 抜 き 取
ら れ る 中 間 部 で 、 前 記 仮 置 き 部 に 仮 置 き で き る 構 成 を 採 用 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ３ の 発 明 は 、 前 記 結 合 部 材 が 、 結 合 用 の 孔 に 対 し て 、 湾 曲 し た 楔 部 と 、 ホ ル ダ ー 部
材 の 下 部 に 設 け た 楔 当 接 部 と 、 前 記 フ ラ ン ジ 部 材 の 孔 下 面 に 対 し て 、 楔 の 自 重 で 曲 線 状 に
挿 入 さ れ て 、 直 角 よ り 大 き い 角 度 で 狭 持 し 、 フ ラ ン ジ 部 材 の 孔 か ら 容 易 に 離 脱 し な い 動 作
を す る 構 成 を 採 用 し た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 結 合 装 置 は 一 方 鋼 管 の 外 周 に 固 定 し た フ ラ ン ジ 部 材 に 結 合 用 の 孔 を 設 け て 、 他
方 鋼 管 の 先 端 部 に 固 定 し た ホ ル ダ ー 部 材 に 湾 曲 し た 楔 を 内 装 し 、 ホ ル ダ ー 下 部 の 突 起 部 に
楔 を 仮 置 き し た 状 態 で 、 フ ラ ン ジ の 結 合 用 孔 に 上 か ら 挿 入 す る 事 が で き 、 仮 置 き が で き る
こ と に よ り 機 材 の 落 下 を 防 止 で き る と 伴 に 、 作 業 者 の 墜 落 防 止 に も 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ホ ル ダ ー 内 に 仮 置 き さ れ た 楔 を 手 で 落 下 さ せ る だ け で 、 結 合 が 完 了 で き 、 結 合 作 業 に 道 具
を 不 要 と す る と こ ろ か ら 、 作 業 者 の 両 手 が ふ さ が る こ と が な く 、 墜 落 防 止 と 安 全 な 作 業 環
境 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 道 具 を 使 わ ず に 結 合 作 業 が で き る た め に 、 工 事 現 場 に お け る 、 近 隣 へ の 静 か な 作 業 環 境
を 提 供 す る 事 が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 示 例 と 共 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ か ら 図 ５ の 実 施 例 に 示 す と お り 、 図 ３ に お い て 、 互 い に 結 合 す る 鋼 管 Aに フ ラ ン ジ 部
材 1が 直 角 に 接 合 さ れ 、 図 ４ に お い て 、 他 方 鋼 管 Bの 端 部 に ホ ル ダ ー 部 材 2が 接 合 さ れ 、 図
５ に 示 す 湾 曲 し た 楔 を 図 １ に お い て 、 ホ ル ダ ー 部 材 2の 上 部 孔 か ら 挿 入 し 、 楔 下 端 の 孔 に
ピ ン 11を 挿 入 固 定 し ホ ル ダ ー 部 材 か ら の 抜 け 止 め 装 置 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ６ に お い て 、 ホ ル ダ ー 部 材 2の 下 部 に 楔 ３ の 下 部 切 り 欠 き 部 １ ５ を 、 仮 り 置 き で き る
突 起 部 14を 設 け 、 楔 3を ホ ル ダ ー 部 材 ２ の 上 部 開 口 部 端 部 13に 当 接 し 、 下 部 の 切 り 欠 き 部
１ ５ を ホ ル ダ ー 下 部 の 突 起 部 １ ４ に 仮 置 き し 、 ホ ル ダ ー 部 材 ２ を フ ラ ン ジ 部 材 1の 孔 へ 上
か ら 容 易 に 挿 入 す る 事 が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ６ に お い て 、 互 い に 結 合 せ ん と す る 鋼 管 Aに 接 合 さ れ た フ ラ ン ジ 部 材 の 孔 4に 、 他 方 鋼
管 の 端 部 に 接 合 さ れ た ホ ル ダ ー 部 材 が 上 か ら 挿 入 さ れ た 状 態 で 、 図 １ に お い て 、 楔 ３ の 上
端 部 を 鋼 管 Ａ の 方 向 に 押 す こ と に よ り 、 楔 ３ の 外 側 湾 曲 部 が ホ ル ダ ー 部 材 の 開 口 部 内 側 ９
に 当 接 し 、 さ ら に 楔 ３ の 上 端 部 を 鋼 管 Ａ の 方 向 に 押 す 事 に よ り 、 楔 下 部 の 切 り 欠 き 部 は ホ
ル ダ ー 部 材 下 部 に 設 け ら れ た 突 起 部 か ら 離 脱 し 、 楔 は 重 力 に よ り 落 下 す る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ に お い て 、 落 下 し た 湾 曲 状 の 楔 は ホ ル ダ ー 部 材 ２ の 開 口 部 内 面 9と ホ ル ダ ー 下 部 の 突
起 部 先 端 ７ と フ ラ ン ジ 部 材 １ の 孔 の 外 側 下 斜 面 8に 狭 持 さ れ て 落 下 が 阻 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 １ に お い て 、 ホ ル ダ ー ２ の 下 部 突 起 先 端 部 ７ と フ ラ ン ジ １ の 孔 の 外 側 下 斜 面 8の 間 に 楔
３ が 楔 の 自 重 に よ り 割 り 込 み 、 ホ ル ダ ー と 鋼 管 Ａ は 圧 接 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 １ に お い て 、 フ ラ ン ジ 孔 か ら ホ ル ダ ー を 上 方 に 引 き 抜 こ う と し て も 湾 曲 し た 楔 が 下 方 に
向 か っ て フ ラ ン ジ 孔 の 寸 法 よ り 、 大 き く 広 が り 固 定 さ れ て い る た め に 、 抜 け な い 構 造 に な
る 。  
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 結 合 装 置 の 結 合 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 ２ 】 結 合 装 置 の 結 合 状 態 を 示 す 上 平 面 図 。
【 図 ３ 】 一 方 鋼 管 と フ ラ ン ジ 部 材 の 固 定 状 態 を 示 す 、 平 面 と 正 面 図
【 図 ４ 】 他 方 鋼 管 と ホ ル ダ ー 部 材 の 固 定 状 態 を 示 す 、 ３ 面 図
【 図 ５ 】 湾 曲 し た 楔 の 形 状 を 示 す 、 ２ 面 図 。
【 図 ６ 】 結 合 装 置 の 仮 置 き 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 １ 　 　 フ ラ ン ジ 部 材
　 ２ 　 　 ホ ル ダ ー 部 材
　 ３ 　 　 湾 曲 型 楔 上 部
　 ４ 　 　 鋼 管 Ａ 外 周 面
　 ５ 　 　 フ ラ ン ジ 部 材 の 孔
　 ６ 　 　 ホ ル ダ ー 部 材 の 鋼 管 Ａ と の 接 触 面
　 ７ 　 　 ホ ル ダ ー 部 材 の 下 部 突 起 先 端 部
　 ８ 　 　 フ ラ ン ジ 部 材 の 孔 外 側 下 部 斜 面
　 ９ 　 　 ホ ル ダ ー 部 材 の 開 口 部 内 面
　 １ ０ 　 楔 の 上 部 抜 け 止 め ピ ン
　 １ １ 　 楔 の 下 部 抜 け 止 め ピ ン  
　 １ ４ 　 ホ ル ダ ー 部 材 の 楔 仮 置 き 突 起 部
　 １ ５ 　 楔 下 部 の ホ ル ダ ー 部 材 へ の 仮 置 き 切 り 欠 き 部
　 Ａ 　 　 一 方 の 鋼 管
　 Ｂ 　 　 他 方 の 鋼 管
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